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会長CEOの廣田康人です。

本日はご多用のなか、ご参加いただきましてありがとうございます。

まずは、富永から「2024年12月期 決算のポイントやトピック」を説明します。

その後、決算の詳細は林から説明します。

私から今回の決算のポイントを３点お伝えさせていただきます。

1点目は、業績面についてです。営業利益が大台の1,000億円を初めて突破いたしま

した。

2点目は、Cプロジェクトについてです。着実に成果を出しており、年末年始の主要な

駅伝大会において、堅調にシェアを伸ばしています。

最後に、一般財団法人ASICS Foundationの設立に合わせて、自己株式の処分に

加え、自己株式の取得と自己株式消却も行うことを今回決定いたしました。

それでは、富永より説明いたします。
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富永です。

私からは決算のポイントやトピックについて説明いたします。

こちらは連結決算ハイライトとなります。
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2024年12月期の決算のポイントです。

全カテゴリー、全リージョンで粗利益率が改善し、

その結果、過去最高の営業利益、営業利益率を達成しました。

売上高は6,785億円。前期比で約19%のプラス成長となり、為替影響を除いても

13%成長しました。

粗利益率は、前期比3.8ppt改善の55.8%となりました。

これに販管費コントロールも機能し、営業利益は1,001億円、

営業利益率は14.8%と前期比で大きく上昇しました。

カテゴリー別では、パフォーマンスランニングは2桁増収、

スポーツスタイル及びオニツカタイガーは50%超の大幅増収となりました。

これらのカテゴリー利益率は20%を超えており、大きく良化しています。
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地域ごとの業績です。

全地域において増収を達成、営業利益率も大きく伸長しました。

特に、アシックスジャパンや欧州において粗利益率が良化し、

営業利益率も大幅に成長しました。

北米についても、エントリーモデルの絞込み等により粗利益率が改善し、

営業利益率は8.3%となりました。

次に、在庫効率です。

余剰在庫の発注削減や、在庫効率化の徹底、増収効果等により

平均棚卸資産回転期間は151日と前期末比で22日の短縮となりました。

最後に、財務戦略についてです。

2024年７月に公表したアシックスグループが持っていた全政策保有株式の売却が

完了しました。

また、一般財団法人設立を発表したことも踏まえ、昨年8月に実施した

自己株式取得に加え、さらに200億円の自己株式取得と2,500万株の

自己株式消却を決定しました。

詳細は後続のスライドで説明します。
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続いて、Cプロジェクトの進捗についてです。

Cプロジェクトは着実に成果を出しており、年末年始の主要な駅伝大会において、

堅調にシェアを伸ばしています。

新年の大学駅伝においては、アシックスのシェアは昨年の3位から2位に

上昇しております。

また、各大会において、アスリートの皆様にMETASPEEDシリーズのシューズを

着用いただきました。

最新モデルはランナーの皆様から高い評価をいただいております。

今年は東京で世界陸上も開催されます。オフィシャルパートナーとして、

引き続きアスリートに最大限力を発揮いただけるよう、サポートしていきます。
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一般財団法人ASICS Foundationについてです。

昨年7月の売出しの際に開示をしておりますように、

2025年4月に一般財団法人ASICS Foundationの設立を予定しています。

昨年来多くの株主様とも議論をさせていただき、ご理解を得ながら進めております。

株主総会でのご承認を経ての設立となりますが、

グローバルで、社会的または経済的に困難な状況にある方のために、

運動・スポーツを通じた支援団体への助成を行います。

また、財団設立に伴い700万株の自己株式の処分を行う予定です。

一方、昨年計2回実施した自己株式の取得により、

財団設立による希薄化への対応はすでに実施済みです。

さらに今回、最大200億円、上限700万株の自己株式の取得と

2,500万株の自己株式消却を行うことも決定いたしました。
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デジタルに関する取組みです。

アシックス独自の会員プログラムであるOneASICSは、

昨年末時点で、登録者数が1,760万人超となりました。

EC売上高とともに成長を続けており、OneASICS経営の拡大を

着実に進めることが出来ています。

また、日本においては、グローバルで先駆けて

アシックスの公式アプリをリリースしました。

商品に関する最新情報や、会員バーコードの表示によるOneASICSポイントの獲得

などこれまでのプログラムから利便性が大きく向上しています。

今後も機能を追加していく予定ですので、

ぜひアプリをダウンロードいただければ幸いです。
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続いて、2025年１２月期の連結業績予想について説明いたします。

2025年12月期は、売上高および各段階利益は

いずれも過去最高となる見込みです。

パフォーマンスランニングを軸に、スポーツスタイルとオニツカタイガーでの

更なる成長と規律ある販管費コントロールにより収益性の向上に努め

売上高は7,800億円、営業利益は1,200億円、営業利益率は15%を超える水準を

予想しています。

また、1月の速報では売上高は単月として過去最高の792億円となっており、

好調に推移しております。
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最後に2025年の主要なスポーツイベントに関してご紹介します。

2025年は、日本において様々なスポーツイベントが予定されています。

これらの機会を活用し、アシックスブランドの露出、ブランド価値向上を図ります。

私からの説明は以上です。

続いて、林より決算の詳細について説明します。
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林でございます。

概要については、後ほど、ご覧いただければと思います。
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連結決算ハイライトです。

連結売上高は、過去最高の6,785億円と前期比1,081億円の増収でした。

これは19%の成長であり、為替影響を除いても13%の伸長となりました。

売上高総利益率は、「プロダクトミックス」「チャネルミックス」「リージョンミックス」の

良化に向けた取組みの成果が表れております。

前期比では、仕入為替の影響で0.6ppt悪化しているものの、

販売価格の適正化で2.7ppt、チャネルミックスで0.7pptの良化等もあり、

全体としては3.8ppt改善し、前年を大きく上回る55.8%でした。

販管費は、2,787億円と前期比で361億円増加しましたが、増収率の範囲内となっ

ております。なお、販管費率は41.0%でした。

その結果、営業利益については、当初予想の５８０億円を大幅に上回る、1,001億円

となりました。

当期純利益についても、当初予想の３６０億円を大きく超過し638億円、

前期比80%超の大幅増益となりました。
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こちらのスライドは、2024年の業績予想の推移です。

2024年の実績について、2023年の実績と比較すると、売上高及び各段階利益に

ついて大きく伸長しております。

加えて、昨年2月9日に発表した当初予想と比較しても、

大幅に上回ることができました。

これはカテゴリーや地域において、各種取組みを

着実に実行してきた成果と考えております。

2025年の業績予想についても後続のスライドでご説明しますが、

更なる飛躍を目指し、駆け抜けて参りたいと考えております。



©©

15

次に、直近３ヶ月期間の損益状況です。

売上高は、パフォーマンスランニング、スポーツスタイル、オニツカタイガーが

好調に推移しており、前期比で308億円の増収。

率として25%のプラス成長となり、為替影響を除いても23％の増収でした。

この3か月間の営業利益は、86億円の黒字となりました。

決算期組換後の2014年12月期以降、第4四半期の黒字化を

実現出来ておりませんでしたが、初の営業黒字が達成出来ました。
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販管費の状況です。

販管費比率は41.0%となりました。

期初計画対比では売上高が為替影響を除いて8%の増収となった一方で、

販管費は金額では2%の増加で抑制したことで、収益性の改善に繋げることが

出来ました。

また、前期比でも、今期導入したプロフィットシェア等の人的資本投資の強化による

人件費や、広告宣伝費の増加があったものの、コストコントロールの取組みも奏功し、

販管費比率は良化しております。
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カテゴリー別売上高です。

パフォーマンスランニングでは、エントリーモデルの絞込みを行いながらも全地域で

増収となりました。

特に、中華圏、東南・南アジアでは大幅増収となり、強いモメンタムを継続しています。

また、スポーツスタイル、オニツカタイガーも引き続き好調に推移しており、

これらのカテゴリーは全地域で大幅増収でした。
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カテゴリー別の営業利益内訳です。

ご覧の通り全カテゴリーで増益となり、連結営業利益は1,000億円を超過しました。

特にパフォーマンスランニング、スポーツスタイル、オニツカタイガーは１００億円以上

の大幅増益となりました。

これらのカテゴリーでは率としても２０％を超える高いカテゴリー利益率となってい

ます。
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カテゴリー利益等につきましては、お時間のある際に、ご確認ください。
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パフォーマンスランニングです。

売上高は、14%プラスの3,269億円とエントリーモデルの絞込みを行いながらも増

収となりました。

北米で特に注力しているランニング専門店での売上高は前期比約40%の増収と好

調に推移しました。

右下のグラフでお示しの通り、北米のシェアについても、2022年は8.3％、2023

年は9.0％と一桁台のシェアでしたが、2024年12月には20％近くまで上昇してお

ります。

粗利益率は、チャネルミックスの良化等により、3.6ppt良化の53.0%。

その結果、カテゴリー利益は207億円の増益、カテゴリー利益率も21.6%と大幅に

良化しました。
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コアパフォーマンススポーツです。

売上高は、約10%プラスの786億円。

アシックスジャパンにおいては一部不採算ビジネスの戦略的縮小もあり減収となった

ものの、テニスとバドミントンなどのインドアシューズを軸に欧州や中華圏、

東南・南アジアは好調に推移しました。

カテゴリー利益についても、増収及び粗利益率の改善により、前年を上回っておりま

す。
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アパレル・エクイップメントです。

売上高はアシックスジャパンや北米における戦略的な絞込みを行った一方、

中華圏において高機能アパレル商品が好調だったこともあり増収となりました。

粗利益率は大幅に改善し52.3%となりました。

カテゴリー利益は粗利益率の改善に加え、北米におけるコスト削減効果もあり、

43億円と大幅増益となりました。



©©

•

•

•

•

2013

✓

✓
✓

✓

✓

24

スポーツスタイルです。

売上高はGEL-KAYANO14等のVINTAGE TECHが好調を維持しており

約70%プラスの984億円となり、大幅増収となりました。

ほとんどの地域で為替除きでも２桁成長を達成し、

グローバルで強いモメンタムが継続しています。

粗利益率は、高付加価値商品に対する強い需要により2.0ppt良化しました。

カテゴリー利益は粗利益率の改善に加え、販管費コントロールによる販管費率の改善

もあり268億円、カテゴリー利益率は2７.3%と大きく良化させました。
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最後にオニツカタイガーです。

売上高は、約60％プラスの954億円。全ての地域で2桁以上の増収となり、

こちらも強いモメンタムが継続しております。

特に日本においてはインバウンド売上が昨年の3倍近くの成長となり、

全体の増収を牽引しました。

カテゴリー利益は、適切なブランドコントロールやリテール構成比が拡大したことで、

2倍を超える成長となり、324億円となりました。

カテゴリー利益率についても、34.0％と大きく伸長させました。
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地域別の売上高です。

アシックスジャパンはスポーツスタイル及びインバウンド売上が好調な

オニツカタイガーの大幅伸長により約35％の成長となりました。

欧州は堅調なパフォーマンスランニングとスポーツスタイルの大幅増収が牽引し、

堅調な成長を維持しています。

中華圏ではローカル商品が好調に推移し為替除きでも22%、

東南・南アジアにおいても為替除きで約30％と力強い成長を継続しております。
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地域別の連結営業利益内訳です。

ご覧の通り全地域で増益となりました。

特に、日本や北米、欧州においては100億円程度の大幅増益となりました。

アシックスジャパンにおいては、OTの増収に伴うDTC比率の向上により粗利益率が

改善、それに加え販管費コントロールも寄与し、

営業利益率は23.5%と大きく良化しております。

北米については、冒頭でも少しお伝えをしましたが、

エントリーモデルの絞込みやリテールの収益性改善等の取組みが機能し、

営業利益率は8.3%と大きく改善しております。

その他、中華圏や東南・南アジアでは20％程度の高い営業利益率となっています。
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さて、四半期ごとに1つのカテゴリーもしくは地域をピックアップし、

詳細にご説明をさせていただいておりますが、

今回はアシックスジャパンの収益性改善の背景についてご紹介したいと思います。

なお、アシックスジャパンは日本におけるアシックスとオニツカタイガー事業を含みま

す。

アシックスジャパンは、コロナ前の2019年は1%を下回る営業利益率、

コロナ禍では赤字でしたが、収益性にフォーカスし様々な取組みを行ってきた結果、

2024年には営業利益率が23.５％ととなり、劇的に改善させております。

大きな取組みの1つが、選択と集中の改革を進めてきたことです。

また、アシックスグループでは、不断に選択と集中を進めており、

アシックス商事でも子会社の売却について2月に開示させていただきました。

加えて、インバウンドのみならず国内需要も獲得したオニツカタイガーの

売上高比率の向上によりDTC比率が増加し、

収益性の大きな改善に繋がっております。
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チャネル別の売上高です。

ホールセールは戦略的な事業撤退・縮小などの影響はありながらも、

北米、欧州、中華圏、東南・南アジアが2桁増収となり、前期比でプラス成長となりまし

た。

リテールについては、北米において直営店舗数の減少がありながらも、日本や中華圏

が牽引し30%超の成長、ECはOneASICSの会員数の拡大とともに30％近い成長

となりました。
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続きまして、連結売上高の月次推移です。

1月の売上高は792億円と単月として過去最高となりました。

前年同月比では33％、為替除きでも約30％と大幅増収となっております。

カテゴリーでは全カテゴリーで2桁増収でした。

特に、スポーツスタイルとオニツカタイガーは引き続き好調を維持しております。

スポーツスタイルは前年同月比で60%、オニツカタイガーは60%以上と大きく成長

しております。

地域別においてもほぼ全地域で2桁増収となっております。

主にアシックスジャパン、北米、欧州、中華圏、東南・南アジア等で大きく伸長しており

ます。

このように、各カテゴリー・地域において、足元においても強いモメンタムが継続して

おります。
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バランスシートの状況です。

運転資本については、翌シーズンに向けた棚卸資産の積み上げと為替影響により増

加したものの、運転資本の増額は73億円に抑制されました。

好調な業績や政策保有株式の全売却により現預金が増加しましたが

一部を自己株式の取得や社債の償還に充当し、総資産の増加を抑えました。

自己資本比率については、合計３５０億円の自己株式取得があったものの、

純利益の積上げもあり、前期末の水準を維持しました。
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連結キャッシュフローです。

売上高は増収だったものの運転資本のコントロールが出来たことに加え、

過去最高の営業利益及び当期純利益により、営業キャッシュフローも

過去最高の1,046億円となりました。

投資キャッシュフローについては、欧州や豪州での物流倉庫への投資により設備投資

が例年と比べ高水準になった一方で政策保有株式の全売却もあり76億円となりま

した。

その結果、フリーキャッシュフローも過去最高の970億円となりました。
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連結棚卸資産残高です。

DIOについてより実態を表す平均ベースに算出方法を変更しました。

DIOは前期比22日の短縮となり、151日となりました。

カテゴリー別では、売上が好調なスポーツスタイルやオニツカタイガーにおいて

2024年12月中の入荷が多くあったものの1月の力強いスタートもあり在庫消化が

進行しております。

また、地域においてはアシックスジャパンと中華圏が増加しておりますが、

これは強い需要に対応するための翌シーズンに向けた積上げによるものであり、

一時的な増加と見ております。
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ROAです。

冒頭でもご説明の通り、プロダクトやチャネルミックスの良化に伴い、

売上高総利益率の伸長が継続しております。

これに加え、資産効率も改善し、ROAは13.0%と大幅に良化しました。
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2025年12月期 連結業績予想です。

2025年12月期は、売上高および各段階利益は

いずれも過去最高となる見込みです。

売上高はパフォーマンスランニングにおける堅調な成長を軸に、

スポーツスタイルでは約35%、オニツカタイガーでは約25％と強い成長を見込んで

おり、7,800億円を予想しています。

営業利益については、増収に加え、継続的な販管費コントロールの強化により、

約20％成長の1,200億円、営業利益率は15%を超える水準を予想しています。

後続のページにて、各カテゴリー及び地域の取組みを紹介いたします。
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こちらのグラフは2024年実績の1,001億円から2025年予想の1,200億円への

要素別の増減内訳を示しております。

次ページには、カテゴリー別の増減スライドを入れております。

後ほど、ご覧いただければと思います。
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販管費の計画です。

2025年は、初任給引上げ等の人的資本投資やマーケティングの強化により、

人件費や広告宣伝費が増加する見込みです。

但し、規律ある販管費コントロールを実施していくことで、

販管費比率は40.６%と2024年の41.0%を下回る見込みです。
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今回より開示の充実という観点から、スライド42ではカテゴリーの、スライド44では

主要地域における重点的な取組みと数値目標についてスライドを作成しております。

後ほどご覧いただければと思います。

最後のスライド47をお願いします。
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最後に、2024年のIR活動について3点ご紹介させてください。

1点目は個人投資家向けメール配信についてです。

個人投資家の皆様に、よりアシックスに対する理解を深めていただくことを目的に、

メール配信を開始いたしました。

決算発表のお知らせ等IRに関する内容だけでなく、神戸マラソン直前の練習会の様

子や事業戦略説明会の舞台裏等のコンテンツを発信しています。ぜひ、ご登録をお願

いいたします！

2点目はIR面談実施社数についてです。

右上の表にてお示しの通り、昨年も多くの方々に面談の機会をいただきました。あり

がとうございました。

最後に、大変光栄なことですが、「IR優良企業賞」と「共感IR賞」を2年連続ダブル受

賞いたしました。今後もアシックスらしいIR活動に取り組んでまいります。

後続のスライドでは、IRカレンダーやESGの取組みについて紹介しております。

お時間のある際にご一読いただけますと幸いです。

私からの説明は以上です。ご清聴ありがとうございました。

https://asics-individual-investor-irpage.spiral-site.com/mailEntry?_ifbs-registration=s1_Step1
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https://corp.asics.com/jp/p/tax-policy
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